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１．はじめに 

高度経済成長期から現在にかけて国土開発が急ﾋﾟｯﾁで
進み、自然環境や生態系の多くを失うこととなった 1）。そ
の反省もあり日本政府は1993年の生物多様性条約に合意
し 2）、以降、希少生物の生息環境や生物多様な生態系を取
り戻すべく、里地･里山、緑地の保全、都市の緑化、ﾋﾞｵﾄ
ｰﾌﾟ創成など、生物の生息可能な環境再生を進めてきた。
ところが、目的とする生物種や求める生態系のﾋﾞｼﾞｮﾝが
曖昧のままに再生された環境は少なくはない。そのため、
再生環境の生態系復元能力の評価指標となる生物種が定
まらず、実質として生息状況や生物個体群動態に関する
有益な追跡調査の事例は僅かばかりである。それに加え、
生息環境を喪失する以前、すなわちﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞとなる生
物種や個体群動態に関する過去の情報は乏しく、環境再
生後の追跡調査結果との比較評価は一層難しいものとな
っている。以上を踏まえると、本来そこに存在した生物
種の生息や目指す生態系を復元するﾋﾞｼﾞｮﾝの策定におい
ては、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀの取得が必須といえる。 

本調査研究では、人間と生物の共存により、独自の生
態系が構築されてきた里地･里山の水田を対象に、生物指
標種として生涯を通し水田に依存性が高いﾄﾝﾎﾞ目昆虫に
着目した。その理由は、農地には独自の生態系の構築、
炭素の固定、水質・大気の浄化等、環境の保全に関する
多様な機能が備わっており 3)、生物多様性を保持する場と
なり得るからである。一方、我が国の農業は、専業、兼
業ともに農地面積の減少や農業従事者の減少・高齢化が
進み、農業構造の脆弱化は否めない 4)。こうした背景のも
と本調査研究では、後継者がおらず1～2年後には休耕田
となる八王子南部の兼業農家の谷戸水田を調査ｻｲﾄとし
た。この水田では、無化学肥料、無農薬といった昔なが
らの稲作を行っており、このような里地・里山の水田は、
環境再生のﾋﾞｼﾞｮﾝ策定の参考に相応しいと筆者は考えて
いる。 

本報では、2019年4月下旬から10月中旬までの調査結
果から優勢となった種の出現期間をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟし、2017年、
2018年の結果と比較し考察した。 

 

２．調査地点および調査方法 
２.１ 調査地点 
調査地点は、東京都八王子市南部の鑓水地区に位置す

る谷戸水田である。水田の周囲には雑木林と数件の民家
があり、6ｍ道路を挟んでﾋﾞｵﾄｰﾌﾟが隣接している。水田
の総面積は約1,600㎡で大小6つに区画（水田Ⅰ～Ⅵ）さ 

図1 調査ｻｲﾄとした鑓水谷戸水田の位置 
れている（図1）。 
 

２.２ 調査方法 
 ﾄﾝﾎﾞ目成虫の個体数調査には標識再捕法を採用した。
その手順は、成虫を昆虫網で捕獲し、後翅の裏面に油性
ﾍﾟﾝで任意の個体識別番号を記し、記録表に種名、雌雄（♀、 

♂）、捕獲された水田番号（図１参照）、捕獲時刻、備考（連
結、死亡、未成熟等）を記入した後、その個体を放逐す
るといった工程である。また、識別番号を記された個体
を再び捕獲した場合には、再捕獲個体としてﾃﾞｰﾀ表に記
録しその個体を放逐した。調査は雨天日を除き、時間帯
はおおむね午前8時から正午の間の90分間とした。 

 

３．結果および考察 
３.１ 今年（2019年）の調査の途中経過 
 今年の調査は4月22日から実施した。調査開始時から
9月26日までの調査日ごとのﾃﾞｰﾀを、捕獲したﾄﾝﾎﾞ目成
虫の全個体数と全個体数中の各種の割合をまとめて図2

に示した。今年の調査では、これまでに13種類のﾄﾝﾎﾞ目
成虫が捕獲された。なお、図2上の赤と灰色のﾊﾞｰは、調
査日の天候を表すもので、赤は晴れ、灰色は曇りである。 

図2 捕獲されたﾄﾝﾎﾞ目成虫の全個体数と全個体数中の
各種の割合（2019年） 



 調査開始から5月終盤にかけては、ｼｵﾔﾄﾝﾎﾞとｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ
がやや優勢であったが、田植えを終えた頃になるとｼｵﾔﾄﾝ
ﾎﾞが姿を消し、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞが優勢となった。 

田植え後に出現したｵｵｲﾄﾄﾝﾎﾞは、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞの縄張り外
と思われる水田の水面付近の空間で生殖･産卵活動を行
っていたが、7 月中旬に姿を消した。ほぼ同時期から、6

月下旬に姿を見せたｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞが 7 月下旬まで優勢とな
った。ところが 8 月にはｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞが再び優勢となり 9 月
上旬まで続いた。9月上旬から一週間ほど再びｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ
が優勢となった。9月9日には台風15号の影響で、水田
の稲の7割ほどが横倒しになった（写真1(a)）。これを境
にｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞは激減し、代ってｱｷｱｶﾈが出現した。ところが、
9 月下旬にはｱｷｱｶﾈが激減し、代ってﾅﾂｱｶﾈが優勢となり、
僅かに残った稲穂に向けて打空産卵（写真1(b)）するﾅﾂｱ
ｶﾈのﾍﾟｱが複数確認された。 

(a)台風通過翌日の水田     (b)ﾅﾂｱｶﾈの打空産卵 

写真1 台風通過後の水田と稲穂に打空産卵する 
ﾅﾂｱｶﾈのﾍﾟｱの様子 

 

３.２ ﾄﾝﾎﾞ目成虫の過去2年間の動態との比較 
2019年4月下旬から9月中旬までのﾄﾝﾎﾞ目成虫の調査

結果（図 2）と、2017 年（図 3）および 2018 年（図 4）
との結果を比較した。 

図3 捕獲されたﾄﾝﾎﾞ目成虫の全個体数と全個体数中の
各種の割合（2017年） 

図4 捕獲されたﾄﾝﾎﾞ目成虫の全個体数と全個体数中の 
各種の割合（2018年） 
 

 2017 年から 2019 年のﾄﾝﾎﾞ目成虫の動態の季節変化を
比較すると、種の遷移の類似性が見て取れた。各年にお

いてﾄﾝﾎﾞ目成虫が出現した 4 月下旬から 9 月中旬までを
辿っていくと、最初に出現したｼｵﾔﾄﾝﾎﾞは田植えを終えた
時期に激減している。一方、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞは、春季から晩夏
にかけての長期間にわたり出現している。この出現期間
にｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞの優勢は 2 回のﾋﾟｰｸが有るようである。以
上の様相は 3 年間にわたり実に類似していた。水田では
毎年ほぼ同時期に田植えが行われており、この人為的な
作用が、水田に定着性の高いｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｵｵｼｵｶﾗ
ﾄﾝﾎﾞの個体群動態の季節的な類似性が認められることの
一因ではないかと考えられた。この期間においては、し
ばしばｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞが見られたが（図 2～4）、この種は群れ
を成して長距離を移動するので、特定の水田に定着する
ことはない 5)。同時期に調査した水田に隣接のﾋﾞｵﾄｰﾌ（゚図
1）でも上空を移動する大量のｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞがしばしば確認
されており､このことからも特に生息の場を水田に依存
する種ではないと考えられた。 

 2017年（図3）および2018年（図4）より､概ね9月中
旬からﾅﾂｱｶﾈとｱｷｱｶﾈとが混在して出現する様相が認めら
れている。しかし今年度は､これまでとは異なり､ﾅﾂｱｶﾈが
ｱｷｱｶﾈより遅れての出現となった。このことは、9月 9 日
に通過した大型台風の影響で産卵の場とする稲穂の 7 割
ほどが横倒しになるといった水田環境の急変が要因では
ないかと筆者は考えている。詳しくは、今年（2019 年）
の調査結果を得てから、各年のﾄﾝﾎﾞ目成虫個体群の季節
変化の類似性を統計分析により評価する予定である。 

 

４．まとめ 
１）4 月下旬から 9 月中旬にかけてのｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ､ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ､
ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞの個体群動態の季節変化は 2017 年から
2019年の3年間にわたり類似した。 

２）今年（2019年）は､過去2年間（2017年、2018年）
とは異なり､ﾅﾂｱｶﾈがｱｷｱｶﾈより遅れての出現となり、そ
の要因として､9 月 9日に通過した大型台風と、その影
響による水田環境の急変が挙げられた。 

３）各年のﾄﾝﾎﾞ目成虫個体群の季節変化の類似性を統計
分析により評価する。 
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